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PRESS RELEASE 

約3年の活動休止を経て、芸能活動を再開 

不妊治療と3度の流産を経験し、当事者として自身の言葉で発信へ​

タレント・ミュージカル女優 かとう唯 

― 復帰後初ステージは11月8日（日）Rental Space 88 (旧 椎名町offza) 

 

 

タレント・ミュージカル女優のかとう唯が、約3年の活動休止を経て、2026年8月17日より芸能活動を再開い
たしました。 

休止期間中、かとう唯は子どもを望み、不妊治療を最優先に過ごしてきました。その間に3度の妊娠を経験
しましたが、いずれも流産という結果となりました。 

活動再開にあたり、かとう唯は、これまで公にしてこなかった自身の経験について、本人の意思により発信

していくことを決めました。 

不妊治療や妊娠喪失との向き合い方、公表するかどうかの判断は一人ひとり異なります。その選択を尊重

した上で、一人の当事者として自身が経験したことを伝えていきます。 

復帰後初のステージは、2026年11月8日（日）東京・Rental Space 88 (旧 椎名町offza) 

にて開催いたします。 

3年間、治療と向き合った日々 



 



不妊治療では、治療の進行や身体の状態によって通院日程の調整が難しい場合があります。かとう唯に

とっても、通院と稽古・ステージの予定を両立することは容易ではありませんでした。そのため、一部の活動

を除き、本格的な芸能活動を控え、治療を優先する選択をしました。 

「自分の人生と仕事をどうしていきたいのか」――答えの出ない時間のなかで考え続けた3年間が、今回の
復帰につながっています。 

「語らない」から「語る」へ 

不妊治療は、いま決して特別なことではありません。日本産科婦人科学会の発表によると、2023年に生殖
補助医療（体外受精等）で生まれた子どもは8万5,048人で過去最多となり、日本で生まれた子どもの約8.6
人に1人にあたります。2022年4月からは公的医療保険の適用も始まりました。 

一方で、不妊治療の経験者のうち16％（女性では23％）が、仕事との両立ができずに離職しているという厚

生労働省の調査結果もあります。そして流産の経験については、語られる機会がさらに限られているのが

現状です。 

かとう唯は、自身の経験を発信することで、いま同じ場所に立っている方が「ひとりではない」と感じられる

きっかけになればと考えています。 

復帰後初ステージ 開催概要

 

公演名 かとう唯 復帰ワンマンライブ 
「1000日ぶりのただいま」 

日時 2026年11月8日（日）　開場 13:00 / 開演 13:30 

会場 
Rental Space 88 (旧 椎名町offza) 

（東京都豊島区） 

料金 プレミアム＋カメラ席チケット　前売20,000円​
プレミアムチケット　前売10,000円 
通常チケット 前売 4,000円​
※いずれのチケットも別途1ドリンク代600円が入場時に必要です。 

チケット 発売日：8月25日 21:00〜 



出演 かとう唯、樫原伸彦(Piano) 

販売サイト https://share.google/dhmSXlUsub5FogjZm 

 

https://share.google/dhmSXlUsub5FogjZm


 

かとう唯 本人コメント 

活動再開への想いを本人が動画でお話ししています。​
▼本人メッセージ動画 (約2分20秒)​
https://youtu.be/HNxsKhVDNyM 

【本人コメント】 

約3年間、芸能活動を休止し、不妊治療と向き合ってきました。その間に3度妊娠することができましたが、3
度とも流産という結果になりました。何度も立ち止まり、自分の人生や仕事について考え続けた時間でもあ

りました。 

それでも、この経験を「なかったこと」にするのではなく、自分の言葉で伝えることで、同じように悩んでいる

方が「ひとりじゃない」と感じられるきっかけになれたらと思い、今回公表することを決めました。 

応援してくださった皆さまへの感謝を胸に、これからもミュージカルやタレント活動を通じて、私らしく一歩ず

つ歩んでいきたいと思います。 

取材・講演・トークイベントについて 

​
活動再開にあたり、取材・インタビューに加え、企業・団体・教育機関等での講演、トークイベントのご相談も

お受けします。 

主にお話しできるテーマ 

・不妊治療を優先し、芸能活動を縮小するまでの葛藤​
・治療と仕事の両立が難しいと感じた実体験​
・妊娠喪失を経験した後の心の変化と、活動再開までの歩み​
・当事者と職場、家族、周囲の人とのコミュニケーション​
・ミュージカルや「だじゃれアンバサダー」の活動を通じた、自分らしい再出発 

お話しする内容は、かとう唯個人の体験に基づくものです。医療的な助言や、特定の治療法を推奨するも

のではありません。センシティブな内容を含むため、現在の治療状況、妊娠に関する事項、家族のプライバ

シーなど、一部お答えできない質問があります。 

https://youtu.be/HNxsKhVDNyM


プロフィール 

かとう唯（かとう ゆい） 
タレント・ミュージカル女優 

9歳からミュージカルを始め、アイドルグループ「平成琴姫」として活動。その後ミュージカル女優として『スペ
リング・ビー』『マリオネット』『RANGER』『卓球☆ウォーズ』などでヒロインを務めるほか、明治座「純烈公
演」にも出演。 

タレントとしては、NHK Eテレ『天才てれびくんhello,』、BS朝日『飯尾和樹のぺっこり☆だじゃれ研究会』な
どに出演。「だじゃれアンバサダー」として全国の学校やイベントで“だじゃれ授業”を行うなど、幅広く活動し
ている。 

2023年頃より不妊治療のため活動を休止。このたび約3年ぶりに芸能活動を再開する。夫は『エリザベー
ト』『モーツァルト！』『マイ・フェア・レディ』など東宝ミュージカル作品に出演するミュージカル俳優・田中秀

哉。夫婦で不妊治療と向き合ってきた。 

 

本件に関するお問い合わせ 

お問い合わせ https://yuimscl0630.wixsite.com/lemon/contact 

公式サイト https://yuimscl0630.wixsite.com/lemon 

SNS X：https://x.com/yuimscl0630?s=20　 
Instagram：https://www.instagram.com/yuimscl0630/ 

https://yuimscl0630.wixsite.com/lemon
https://x.com/yuimscl0630?s=20
https://www.instagram.com/yuimscl0630/


​
統計情報について 

日本産科婦人科学会・2023年ARTデータ 

厚生労働省・2023年人口動態統計 

厚生労働省資料 

2022年4月から、不妊治療の一部に公的医療保険が適用されています 厚生労働省 

https://www.jsog.or.jp/activity/art/2023_JSOG-ART.pdf?utm_source=chatgpt.com
https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/geppo/nengai23/dl/kekka.pdf?utm_source=chatgpt.com
https://www.mhlw.go.jp/content/11901000/001075778.pdf?utm_source=chatgpt.com
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kodomo/kodomo_kosodate/boshi-hoken/funin-01_00004.html?utm_source=chatgpt.com

